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市役所の窓口業務改革
高野芳崇
　改めまして，皆さまこんにちは。八王子市行財政改革部行革推進課長の高野芳崇と
申します。本日は貴重な時間を頂戴しまして，ありがとうございます。当初，この講
座のご案内を差し上げた段階では，私の職名が市民生活課長となっておりましたが，
その後10月に人事異動がございまして，現在は行革推進課長を務めております。
　簡単に私の自己紹介をさせて頂きます。私は1991年に八王子市役所に入庁致しまし
た。最初は福祉部老人福祉課──現在では「老人」という言葉は用いられず「高齢者福
祉課」と名称変更しています──に配属となり，その後，多摩ニュータウン環境組合
に勤務しました──多摩清掃工場運営のため，八王子市・町田市・多摩市の３市で一
部事務組合を設立しております──それから市役所に戻って参りまして，税務部納税
課，行政経営部経営監理室，こども家庭部子育て支援課に勤務しました。子育て支援
課では待機児童の解消等の仕事をしておりました。それから，マイナンバー制度が始
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まるタイミングで市民部市民課に移り，市民生活課を経て，現在の行革推進課に至っ
ております。プライヴェートなことですが，ちょうど子育て支援課におりました頃に，
中学校のPTA会長を二年間ほどやりまして，「会長をやると色々な仕事がそれに付い
てくるんだな」ということを，その時初めて知りました。地域の町会や自治会に役員
として参加したりもしました。PTA会長を辞めてからも，学校関係のことをいまだ
にやっています。子どもは大学生になりましたが，その大学での保護者会のような組
織の仕事もしています。一方で行政の仕事をしていながら，その一方で行政を受ける
側の仕事も経験する中で，「市役所って，結構難しいことを言うなあ」ということを感
じたりもします。作家の井上ひさしさんに，「難しいことを易しく，易しいことを深く，
深いことを面白く」という言葉がありました。そういう視点で，今回お話できればと
考えております。どうぞよろしくお願い致します。
はじめに
　本日のテーマは，「市役所の窓口業務改革」とは何かということでございますが，ま
ずその社会的背景について丁寧にお話しようと思います。そのうえで窓口業務の改革
についてお話する，という順序で進めて参ります。なぜ社会的背景を特に丁寧にお話
しようと思ったかと申しますと，先ほどの原課長のお話にもありましたけれども，何
か施策を決定しようとする際には，必ず人口のことが出てくるのですね。私たちが人
口について考える場合，受け止めなくてはならないこととして，人口の減少，超高齢
化，少子化があります。この他にも，離婚率の上昇，単身世帯の増加，共稼ぎ世帯の増
加，ダブルケアの世帯の増加等，様々な社会的背景があり，いずれも重要な課題であ
りますが，この中でも特に人口減少の問題について，ここでは詳しくお話をさせて頂
こうと考えた次第です。
１．社会的背景
　そこで人口についてですが，まず国の人口，それから八王子市の人口について，平
成27（2015）年の国勢調査人口と住民基本台帳人口に基づいてお話します。
　国の総人口の長期的推移に関する興味深い資料がありましたので紹介致します
（「『国土の長期展望』中間とりまとめ概要」平成23年２月21日国土審議会政策部会長期展望委
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員会）。我が国の総人口は平成16（2004）年をピークに，今後100年で100年前（明治時代
後半）の水準に戻っていくというのです。この変化は，千年単位でみても類のない極
めて急激な減少です。平成27（2015）年の国勢調査の人口でみますと約１億2,700万人
ですが，これから更に減少のスピードがあがるという推計値を国が出しています。人
口を論ずる場合にはよく人口ピラミッドの図が出てきます。先ほどの原課長のお話に
もありましたが，最初の大きな山が第一次ベビーブームの世代です。この方たちが後
期高齢者の制度を受けるようになるのが2025年です。そこで，「2025年問題」などとも
言われています。その部分の財政をしっかりと見極めなくてはならないと考えており
ます。その次の膨らみの部分が第二次ベビーブームです。その後は少子化が進んでい
きます。一つ気になるのは60年に１度回ってくる丙午ですね。若い皆さんはご存じな
いかも知れませんが。この丙午を嫌って，この年には子供を産まないという習俗があ
りました。この前の丙午が昭和41（1966）年でしたので，今から８年後にはまた丙午の
年が回ってきます。どこの自治体でも丙午の年には人口が減少したのですが，今度は
どうなるでしょうか。
　次に年齢３区分別人口の割合の推移をみてみます。この３区分はどこの自治体でも
共通して使いますので，覚えて頂くとよいかと思います。15歳未満の人口はどんどん
減少し始めています。他方，65歳以上の人口は上昇してきています。生産年齢人口な
どといわれる15～64歳の人口は平成７（1995）年頃から減少し始めています。このよ
うに，少子高齢化が確実に進んでいることが窺われます。
　ここからは八王子市の人口について考えて参ります。先ほど原課長が八王子市の人
口約58万人と紹介しておりましたが，それは平成27（2015）年の国勢調査の結果に基づ
いております。この年の八王子市の人口は57万7,513人でした。前回５年前の平成22
年の国勢調査の時には58万53人でしたから，やはり若干減少しています。世帯数でき
ますと，平成27（2015）年の時点での世帯数は25万3,356世帯で，平成22（2010）年が24
万9,893世帯でしたから，人口は減っているけれども世帯が増えている。つまり，この
ことは単身者の増加を表している，ということです。世帯数と人口の推移をみますと，
学生・留学生も統計に入るので，人口合計にさほど大きな違いはありません。しかし，
世帯数の推移をみると若干ながら徐々に上昇する傾向があることがわかる。原課長の
お話に関連して，外国人住民の数のことが出て参りましたが，本市における平成29
（2017）年段階での総数は12,242人でした。八王子はやはり比較的，外国人が多いです。
中核市といわれるような自治体と比較しても多いと言えると思います。市内に21の大
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学がございますので，そこに留学している方が多いのだと考えられます。原課長のお
話にも出てきましたが，大学が多くあることによって，若年層の人口が膨らんでいる
のが本市の特徴と申せましょう。ただ，八王子は大学のまちといいますけれども，八
王子市の面積は186.38平方キロメートル，山手線内側よりも広い面積を有しておりま
して，その中心部ではなく，どちらかというと周辺部に大学が点在している関係から，
中心の市街地を歩いている限りは，学生の街という感じではありません。とはいえ，
人口の分布としては，若年層が多いということはいえます。この人口構成は，時間の
経過と共に次第に上へあがっていきますが，大学に入学する年齢は変わりませんので，
18～22歳にかけての人口は今後も減ることはないと思います。この学生さんたちを市
内に留める施策を何か打つことができれば全国的にみても面白いことができる自治体
となるのではないかと思うのですが，なかなか難しいですね。
　八王子市は，行政の施策を行う際，よく６地区に分けられますが，そのそれぞれの
地区（担当事務所別）での人口の分布の推移をみてみましょう。まず本庁の地区では，
老年人口はほぼ横ばいで推移しているのが分かります。本庁は市の中心部ですが，総
人口も増加しています。八王子駅周辺部でのマンションの建設等が要因と考えられま
す。次に，浅川事務所ですが，ここは高尾山の手前の地域とお考え頂ければと思いま
す。ここでは大きな開発がありましたので，30～40歳代でも人口が増えています。若
年人口はほぼ横ばい，老齢人口もさほど極端に増えてはいません。由木事務所は京王
相模原線の堀の内と南大沢の駅の周辺に当たります。市の東部地域です。ほぼ横ばい
ですが，老齢人口は増加していますね。また，学生はこの地域に比較的多く住んでい
るのが特徴といえます。由木事務所に近く，南大沢に首都大学東京があります。ここ
は多摩ニュータウンの開発があった地域ですので，ニュータウン造営の際に入ってこ
られた方が今高齢化を迎えており，その影響が統計にも表れています。次に元八王子
事務所，市の西部地域です。ところどころ凸凹はありますが，特に大きな開発もなく，
市内の平均的な推移を見せている地域といえます。面白いと思ったのが加住事務所の
地域です。市の北部に当たる地域ですが，学生の人口の部分だけが突出していて，全
体の25パーセントを占めています。この地域には創価大学があり，大学の周りには学
生寮が多くあることから，このような構成になっていると思われます。この若い学生
さんたちのパワーが地域に根付いてくれるといいのですが。最後に北野事務所，東南
部地域に当たります。老年人口の増加が始まっております。大きな開発もありません
ので，全体としての人口の増加はなく，平均的な構成となっております。八王子全体
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を一括りでみる視点もありますが，このように地域ごとに見ていきますと，これだけ
地域によって違いがあるのだということが見えてきます。
　併せて，出生・死亡者数の推移（自然動態の推移）も見ておきます。一般に死亡者は
2040年に向かってどんどん増えていくと言われておりますけれども，八王子におきま
しても平成21（2009）年度と22（2010）年度を境にして，死亡者数が出生数を上回るよ
うになり，以後，死亡者数が増加していくのに対して出生数は減少の一途を辿るであ
ろうと予測されています。転入・転出者数の推移（社会動態の推移）も見ておきましょ
う。統計を見ますと，平成24（2012）年度に転入が大幅に増えているのですが，これは，
法律の改正により外国人住民が住民基本台帳に含まれることになったことによります。
それを除くと，転入者・転出者ともに横ばいの状態で推移している，ただ，一貫して
転入の方が多いという状態が見て取れます。転入の方が多ければ，人口は増えていく
ことになります。以上の自然動態と社会動態とを総合的にみて，八王子は現在の人口
規模をギリギリ維持していると言えるでしょう。しかし，多死社会などと言われてお
りますので，八王子も今後油断をしていると人口減少に見舞われる可能性があります。
２．八王子市の窓口業務改革
　以上，かなり詳しく八王子市の人口の現状についてお話しましたが，ここからはい
よいよ市の窓口業務の改革に入りたいと思います。窓口業務改革と言った場合，国が
考える窓口業務（改革）と八王子市が考える窓口業務（改革）とがございます。まず，皆
さんがお住まいの地域でも必ずある窓口とはどういうところか，考えてみました。市
役所では市民課，都内23区は「市」ではないので市民課とはいわず戸籍住民課という
ところが多いと思います。その他，総合窓口課というのもありますし，地方へいきま
すと町民課などという窓口もあります。先ほど前川先生が冒頭の挨拶で映画『生きる』
の話をされていました。公務員を志望される方がおられましたら，その映画を見られ
ると面白いのではないかと思います。昭和27（1952）年の映画ですけれども，私も市民
課長になった時に興味を惹かれて観ました。そこで描かれているのは，まあ，いわゆ
る「役所」なんですよ（笑）。しかも，その役所の姿は今でも実はそんなに大きくは変
わっていないのではないか。市役所の窓口はそれでいいのだろうか，ということを皆
さんでご一緒に考えて頂ければと思います。
　まず，国が考える窓口改革とは何か。総務省のホームページを見ますと，「地方公共
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団体の行政改革等」という頁に「地方公共団体においては，厳しい財政状況の中でも
安全かつ良質な公共サービスが確実，効率的に実施されるよう，地域の実情に応じ，
自主的に行政改革に取り組まれています。」とあります。つまり，国の考える窓口改革
は行政改革の中に入っているのです。平成27（2015）年８月に総務省から通知（助言通
知）が出ております。「地方行政サービス改革の推進に関する留意事項について」とい
うことで，そこにはICT（情報通信技術）や民間委託の活用のことが書かれています。
それをもう少し細かくみていきますと，１．「行政サービスのオープン化・アウトソ
ーシング等の推進」，２．「自治体情報システムのクラウド化の拡大」，３．「公営企業・
第三セクター等の経営健全化」，４．「地方自治体の財政マネジメントの強化」，5．
「PPP ／ PFIの拡大」が項目として立てられています。１．の中には「民間委託等の
推進」の他，「地方独立行政法人制度の活用」として「事務事業の廃止や民間譲渡の可
能性を検討した上で自ら実施するよりも効率的・効果的に行政サービスを提供できる
場合に活用を検討。」とされていますし，「BPRの手法やICTを活用した業務の見直し」
として，BPR（Business Process Re-engineering）と共にICTのことが出てきます。こう
したところに，国の考えるいわゆる窓口改革がよく表れていると思います。平成29
（2017）年の第16回経済財政諮問会議で出された資料として「地方団体における窓口業
務の更なる効率化について」というのがあります。「地方団体における民間委託はご
み収集などでは進んでいるが，窓口業務については，審査・決定など公権力の行使に
わたる事務を除く必要があることから，民間委託が進まない状況」があることを指摘
したうえで，「窓口業務の委託について地方独立行政法人の活用などを推進」すること
とし，「民間委託にとどまらず，マイナンバーシステムやAI等の活用により，窓口業
務自体を省力化」するという方針を示しています。同じホームページには「窓口業務
の民間委託，総合窓口化，庶務業務の集約化等の実施状況について」ということで，こ
のそれぞれの項目についてそれがどのような実施状況にあるかを，全市区町村（指定
都市，特別区，中核市，指定都市・中核市以外の市，町村）に分けて示した表を掲載してい
ます。それを見ると，指定都市や特別区のような大都市においてはこれらの改革が進
んでいるのに対して，その他の小規模な都市などではなかなかそれが進んでいない現
状が見て取れます。こういうものをわざわざホームページに載せるということは，国
がこのような方向での改革を進めていく意図を持っているということが推測できます。
　国は補助金を出してこの窓口改革を進めようともしています。平成29（2017）年度
の業務改革モデルプロジェクトが北海道北見市・千葉県船橋市・滋賀県彦根市・滋賀
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県草津市・大阪府河内長野市・福岡県須恵町・熊本県宇城市で実施されています。総
合窓口の部分では北見市や船橋市，それから彦根市や草津市が先進的かと思われます。
こうして，補助金を元に窓口改革を進めている自治体もあるのです。
　更に，内閣官房が「デジタル・ガバメント実行計画」というのを持っておりまして，
その中で「引っ越しワンストップサービス」というのをやっております。役所の窓口
になるべく行かないでも転入・転出の事務ができるのではないか，との考えから実施
されているものです。これの実施には私も少し関わっておりますので，ここに取り上
げさせて頂きました。わが国では１年間に全人口の約４パーセントにあたる489万人
が引越しを行っておりますが，その引越者数の約33パーセントが３～４月に集中して
おりまして，この期間には窓口で手続に長い時間お待たせしてしまうことになりがち
です。それを防ぐために，窓口改革の一環として何かできないかと考えまして，スマ
ホ等のアプリを活用することを現在検討しているところです。これは一言でいえば
「利用者中心の行政サービス改革」ということになりましょう。内閣官房のホームペ
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ージに「サービス設計12箇条」というのが載っていますが，その第１条は「利用者のニ
ーズから出発する」となっています。この視点が従来の行政に欠けていたのではない
かと思います。利用する市民の方々の利便性を第一に考えるように役所も変わってき
ている，また変わっていかねばならないのではないでしょうか。
　マイナンバー制度に関しては，平成27（2015）年10月から開始されましたが，その後
余り利活用が進んでいません。平成30（2018）年11月30日付産経新聞の記事ではマイ
ナンバーカードを取得しない人が53パーセントに上ると報じています。その記事にあ
りますように，政府としては「さまざまな行政手続きがインターネット上でできるよ
うになるなどの利点を周知して普及に注力」しています。まだインターネット上でで
きることが限られているのは確かです。役所の事務はどうしても本人確認を必要とす
ることがございますので，難しいところはありますが，国のイメージしている窓口改
革とはこのようなものであろう，ということで取り上げさせて頂きました。
　窓口業務改革の社会的背景としては人口減少以外にも様々な要因がございます。私
は総務省の研究会にも参加致しましたが，そこでは「住民生活のグローバル化」とい
うことで家族形態の変化が注目されていました。平均寿命の上昇，死亡者数の増加，
一人暮らし世帯数の増加，高齢者の一人暮らしの増加，生涯離婚率の増加，これらの
現象にみられるように，家族形態も変化している。その社会的背景を押えながら施策
を検討・実施していく必要があります。総務省のこの研究会は，海外でもマイナンバ
ーカードによって個人認証ができるようにする法改正と除票（他の市町村への引越しと
か死亡とかで届け出がなされた後，抹消された住民登録の記録）の保存期間を現行の５年
から延長する法改正のためのものでした。こうした研究会においても人口減少と家族
形態の変化を捉え検討されています。
　最後に，八王子市が考える窓口改革に進みましょう。八王子市の総合計画として
「八王子ビジョン2022」というのを策定致しました。窓口業務について具体的に書い
てあるのはそのうちの「施策番号04 市民サービスの向上」でして，「各種行政手続など
の窓口サービスについて，市民のライフイベントに応じて一体的にサービスを提供す
る手法を構築し，利便性の向上をはかります。」としています。更に「施策番号06 持続
可能な行財政運営」の「効果的な民間経営手法の活用」においては，「民間委託・指定
管理者制度などのPPP（公民連携）手法を活用し，行政サービスの実施手法の最適化を
はかります。」としています。このように，市の計画の中にも窓口サービスの改革を盛
り込んでいます。また，今年（2018年）８月には本市の行財政改革審議会（飯島大邦会長）
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から「行財政改革の推進について」という答申を頂いております。そこでは「サービ
スの受け手である市民の目線に立ち，行政手続を簡素化し，利便性・快適性の向上を
図るべきである。」とされました。今後，この答申に基づいて市長が大綱を作成するこ
とになっております。
　面白い資料を見つけましたので，ここで紹介致します。建築学者の上田篤先生が作
成されて昭和48（1973）年１月の朝日新聞に掲載された「現代住宅双六」というもので
す。先ほどライフイベントという言葉が出てきましたが，人生には様々な節目があり
ます。この双六では一戸建て住宅を取得するのが「上がり」となっていますが，そこ
に至るまでにも，転出・転入といった住所の移動はもとより，公団住宅に入居すると
か結婚するとか子どもが生まれるとか，とにかく様々なライフイベントがあります。
そうした人生の大きな転換点で，必ず関わってくるのが役所の窓口であり，役所への
届け出であるわけです。様々なライフイベントに否応なしに関わってくる様々な手続
をどうしたら利便性の高い快適なものにしていけるか。そのヒントがここにあるので
はないかと思いまして，ここで紹介致しました。因みに，この「現代住宅双六」はその
後「進化」をしておりまして，平成19（2007）年２月に日本経済新聞に出たものでは「上
がり」が多様化しています。しかしここでも，それぞれの節目ごとに役所での手続が
発生する点は変わっていません。興味のある方はインターネット等で見て頂ければと
思います。
　では，八王子市は窓口改革に向けて，具体的にどのような活動をしているのか。ま
ず視察に出掛けております。先ほど名前が出た船橋市役所，個性的な取り組みをして
いる千葉市役所，都内では足立区役所とか板橋区役所，杉並区役所などを見て参りま
した。また，自分たちの仕事の適性化を図るために窓口の業務量の調査などを実施し
まして，窓口の職員一人ひとりが勤務時間内にどれだけの仕事をしているのか，改善
すべき点はないかを洗い出しています。更に窓口を訪ねてこられる市民の方にアンケ
ートを実施する等のこともしております。役所へ行きますと，とにかく何枚も申請書
を書かされる。「いったい，何枚申請書を書けばいいのよ」と，市民の方から言われる
こともございます。また，あちらの課，こちらの課……と色んな課を回らないと手続
が進まないということもあります。それを改善して，「書かない窓口」「歩かない窓口」
の実現をイメージしながら，鋭意検討を進めているところです。現段階ではまだそう
した改革の方向を具体化し決定し実行するという段階までは至っていないので，その
意味では「白紙」とするしかないのですけれども，皆さまの方で何かよいアイデアな
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どございましたら，ぜひお話をお聞かせ頂ければと思います。来年，或いは二年後に
はもう少し具体的なお話をすることが出来ると思いますが，八王子市としましても，
このタイミングを外すわけには参りませんので，改革を進めていきたいと考えている
ところでございます。
おわりに
　原課長のお話の冒頭で，八王子市のブランドメッセージとして「都会にないもの　
田舎にないもの　ここにある」が紹介されていましたが，今，新たなブランドメッセ
ージを募集中です。「八王子ブランドメッセージ　つくろう　えらぼうプロジェクト」
と呼んでおります。八王子に関心のある方はぜひご応募頂ければ幸いでございます。
長い時間，ご清聴ありがとうございました。（拍手）
【対論と質疑応答】
鈴木：ありがとうございました。行政を取り巻く人口減少の問題，それから窓口改革につい
ての国と自治体の考え方について，ご説明賜りました。まず私の方から三点，ご質問させて
頂きたいと思います。
　まず一点目でございます。国が自治体の窓口改革を推進している。その中で民間委託を
進めるように促しているということが分かりました。確かに民間委託が経費節減の意味で
は役に立つということは直感的に分かるのですが，それが利便性の向上にどう繋がっていく
のか。その点をもう少しご説明頂ければと思います。窓口の定型的な業務は民間の企業に
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任せることで，職員をより専門的な業務に振り向けることができる，そこに民間委託のメリ
ットを見出す人もいます。しかし他方，窓口業務には臨機応変の対応が必要だし，市の職員
の学習機会としても重要なので，やはり市の職員が担当すべきだという意見もあります。こ
のように色々な見方がある中で，民間委託と窓口利用の利便性との関係について，教えて頂
ければと考えました。
　二点目でございます。先ほどご紹介頂きましたが，指定都市と中核市とは窓口改革が進ん
でいるけれども，それ以外の市，すなわち人口が余り多くない市においては窓口改革が進ん
でいない。これはいったい何故なのか，この点について，もしお分かりになりましたら，教
えて頂ければと思います。
　それから三点目ですけれども，民間企業であれば窓口アンケート，満足度調査の類を頻繁
に行っておりますね。しかし行政でこのような取り組みをしているところは必ずしも多く
ないようです。横浜市等では相当以前からそのような取り組みをやっておりまして，窓口が
どう変化しているかを経年的に調査して，それを業務の改善に繋げる，そういう試みをして
おりますが，八王子市さんは今どのような取り組みをしておられるのか，お聞かせ願えれば
と思います。以上の三点について，ご回答お願い致します。
高野：ご質問ありがとうございます。順番にお答えさせて頂きます。
　まず第一点目について。国が窓口改革を推進していく背景には人口減少社会の到来がご
ざいます。住民の人口が減っていくと，それに合わせて職員の数も減らしていかねばならな
い。小さな自治体などは，場合によっては自治体相互の連携を進めていかなくてはならない。
そういう状況の中で，職員としてやるべき業務，民間に委ねる業務を見極めていく必要があ
るという考えが国にはあるのだろう，と受け止めております。従って，先生がおっしゃった
ように，定型的な業務は今後，アウトソーシングされる場合が多くなっていくと思われます
が，一方で，職員をどう育てるのかという点でそれぞれの自治体の自主性が出てくるのかな
と思います。職員を育てるというところまで民間に委ねるという方法もあるかも知れませ
ん。そこは自治体それぞれの考え方だろうと思います。公権力の権力行使のように法律的
に「公」でなければ認められない部分ももちろんあります。ただ，その部分についても，独立
行政法人であれば委託できるという法改正が行われております。これからどのような影響
が出てくるか，見極める必要があります。
　第二点目について。おそらく小さな規模の自治体では窓口改革のメリットを出しにくい
のかなと考えております。地方独立行政法人は複数の自治体で連携できるようになってお
りますので，近隣の小さな市が一緒になって，そういったところに窓口業務を委ねていくと
いうことも出てくると考えております。
　第三点目について。八王子市におきましても，10年以上前から窓口アンケート，満足度調
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査を実施しております。市民の皆さんが窓口をどう感じておられるかということについては，
資料としても使っています。窓口が混み合う時期には実施しにくいので，10月から11月にか
けて実施しているところです。
鈴木：ありがとうございました。それでは，もう少し時間がございますので，フロアの皆さ
んからのご質問を受けたいと思います。
フロア：専修大学の学生の者です。興味深いお話をありがとうございました。マイナンバ
ーカードの活用についてです。国として，例えば行政手続をインターネット上で出来るなど
のメリットの活用を推奨しているとのことでしたが，八王子市として何か具体的にマイナン
バーカードの活用として考えておられることはありますでしょうか。
高野：八王子市において，マイナンバーカードの利用・活用としては，図書館カードとの一
体化を始めております。図書館という限られた範囲ではありますけれども。それから子育
て関係の手続については，役所へ出向かなくてもインターネット上で出来るように検討を進
めているところです。以前，子育て関係の部署に勤務していた時にも感じたことですが，特
に働きながら子育てをしているお父さん・お母さんは大変忙しくて，役所へわざわざ手続に
行くのが難しいというケースも多くあります。まだ具体化というところまでは参りませんが，
そのようなことを現在検討しているところです。
フロア（前川）：私の方からも，この機会に二点，ご質問させて頂きたいと思います。私は15
年ほど前に八王子市内の大学に出講していたことがあり，また，私の姪がやはりその大学に
通っていたこともあって，八王子市内の大学とはご縁がありました。その時，私が感じたの
は「八王子は広いな」ということでした。「都会にないもの　田舎にないもの　ここにある」
というブランドメッセージが先ほど紹介されましたが，八王子は「都会もあれば　田舎もあ
る」とも言えそうです。高野さんのご報告をお聞きして感じたのは，八王子には多くの地方
都市の抱えている諸問題がかなり集約して表われているのではないかということでした。八
王子駅周辺のような市街地は再開発が進み人口も集中している。他方，大学が点在している
ような周辺部は，大学を除けば人口が少なく，過疎化も進んでいる。「都市」の典型的な特徴
を備えた地域と「田舎」の典型的な特徴を備えた地域とが併存しているのが八王子市だと言
えるのではないでしょうか。そうしますと，先ほどの高野さんのご報告にもありましたよう
に，同じ八王子市といっても，その中での地域差が非常に大きく，それぞれの地域によって
抱える問題も違ってくるのではないか。原さんのご報告への鈴木先生のご質問などにもあ
りましたように，行政としては業務の効率化を図らなければならないし，人口の多いところ
に多くの資源を配分しなくてはならない。しかし他方，公共性の立場からは，周辺地域，人
口の少ない地域の利便性が低下することを避ける必要もあるだろう。効率性と公共性の観
点というのは相反する面もあるように思われます。そうした中で，限られた資源の配分の最
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適値をどのように見出しておられるのかを伺いたい，というのが第一点です。
　このこととも関わるのですが，第二点として，これだけ広い面積を有する市ですと，地域
それぞれの違いが大きくて，なかなか「八王子市民」という帰属意識が育ちにくいのではな
いか，と思われます。また，原さんのお話にも高野さんのお話にも出た，八王子市の特徴と
しての若年層（大学生・外国人留学生層）の多さは，人口減少時代を迎える中で，市にとって
の「強み」にもなり得るし，「弱み」にもなり得るのではないか。「強み」というのは，もちろ
んその層が人口減少の歯止めとなり得るからです。他方，「弱み」というのは，私の姪もそう
でしたが，卒業すると市を離れてしまう。その市への帰属意識が少なく，定着しないという
ことです。八王子市として，「強み」を活かしながら「弱み」を克服するために，どのような
施策を具体的に検討しておられるのか，ご教示頂ければと存じます。
高野：私より原課長からお答えした方がよい質問もありましたが，私の方からお答え致しま
す。
　第一点目。今のご質問の中にありましたように，八王子市は非常に広い面積を有しており
ます。駅周辺は高層ビルが立ち並んでいますが，このような景観がずっと続いているわけで
はなく，周辺に広い農村部があります。そうかと思うと，人工的に作った多摩ニュータウン
という地域もあります。──多摩ニュータウンは多摩市の辺りから街びらきをしました。そ
れが昭和30年代の後半から40年代初めのことです。八王子も昭和50年代頃から多摩ニュー
タウンの開発を進めて参りました。その他に八王子ニュータウンという地域もあります。こ
れが住宅都市整備公団の最後の仕事だったといっていいのかも知れません（住宅都市整備公
団はその後解体しましたので）。このように，八王子の中を見るだけで，地方都市全体の姿
が見えてしまうと思うような人口構成をしています。地域ごとにそうした大きな差がある
以上，一律の対応は難しいと受け止めています。高齢者の方が多い地域は地域包括支援セン
ターの整備を進めていかなければならないだろうなと思いますし，子育てが盛んな地域につ
いては子どもに寄り添えるような相談窓口が必要になってくるのかなと思います。今のと
ころ，人口が少ない地域の窓口を閉めるという考えは持っておりません。そもそもマイナン
バー制度というのは，従来の住民の行政手続を簡略化させることを目的とするものでもあり
ます。従って，一方でニーズの高まっている高齢者のための窓口は必要であろうと考えてお
ります。
　第二点目。ご指摘のとおり，大学生や外国人留学生等の若年層がどのようにしたら市内に
残ってくれるのか，それは市の大きな課題であると認識しております。私はちょうど町会の
理事会役員をやっておりますけれども，その中でも，「どのようにすれば帰属意識を持って
頂けるのだろう？」ということを，いつも議論しています。私の地域では地域の大学生に祭
の手伝いをしてもらっていますが，このように大学生の皆さんに地域の催しに参加して頂く
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ことがよいのかなと思います。そうすることで地域の人との繋がりが生まれます。また，自
分が活動に参加した地域は心に残るのではないか。一旦は八王子から離れたとしても，例え
ば将来家庭を持った時に，「八王子に住もうかな」と思って頂ければ有難いと思います。都心
まで朝１時間～１時間半の通勤時間というのは辛いものがありますけれども，そうであって
も，八王子はそれを補い得るほどに良いまちだと自負しておりますので，地域の行事への参
加を通して帰属意識を高めてもらいたいと考えているところです。
鈴木：ありがとうございました。私の方からまとめとして簡単に二点ほどお話申し上げます。
私は本日，お二人のご報告をお聞きして，社会的背景をキチンと踏まえることがとても重要
であると思いました。人口減少と一口に言いますけれども，人口減少と共に，世代構成の変
化がそこにはあります。大家族から核家族へ，更には核家族から夫婦二人暮らし，或いは一
人暮らしへ，と変化してきている。それに伴って，必要とされる行政サービスも大きく変わ
ってくるわけです。単身世帯や二人世帯が増えてくると，そういう高齢者の方々の見守りを
どうするのか，必要とされる公共施設は何なのか，といった問題が出てきます。窓口のあり
方も変わってくるでしょう。利用者の多い施設と少ない施設も出てくるに違いありません。
それに加えて，世帯の就業状況の変化──共働きなのか専業主婦がおられるのか，といった
点──にも目を向ける必要があります。このことも保育に対するニーズや介護に対するニー
ズに影響してくるでしょう。人口減少時代においても，市民の方々の暮らし方の現状をシッ
カリと把握して対応していく。それが公共施設や窓口のあり方と関わるのだということを
感じました。これが第一点です。
　第二点目としては，先ほど前川先生の方からもご指摘がありました地域格差ということで
す。八王子市に限らず，どのような市でもやはり，地域によって人口の多いところと少ない
ところ，賑わっているところとそうでないところがあると思います。市全体でみて必要な施
設があります。例えばごみ処理施設はどうしても必要ですね。しかし，周辺住民はそれを建
設するのは嫌だというかも知れない。市全体として必要であるけれども，周辺住民は拒否を
するという場合があり得ます。今回ご紹介頂いた，八王子市が建設しようとしている公共施
設は，基本的には喜ばれる施設ですけれども，「余りにも人がたくさん集まってくるのもど
うか」という近隣の声もあるかも知れません。このような素晴らしい施設ですらそうなので
すから，焼却場などとなると一層強い反撥が出てくるでしょう。そのような住民の方々のニ
ーズをどのようにくみ取りながら対応していくのかということも，大きな課題であろうと思
います。先ほど高野課長は，人口の少ない地域であっても窓口を減らすことは現在のところ
考えていないと仰いましたけれども，地方都市へ行きますと，これが一層切実な課題となっ
ておりまして，減らさざるを得ない状況に追い込まれているところもございます。市の財政
を維持しながら，しかし住民のニーズにも応えていかなくてはならない。非常に難しいバラ
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ンスを要求されるのだと思います。こうしたことを，本日はお二人のお話から感じた次第で
ございます。
　本日は非常に貴重なご報告を賜りました。心から感謝申し上げます。これを持ちまして
公開講座は閉会となります。最後に原課長と高野課長とにもう一度，盛大な拍手をお願い致
します。有難うございました。（拍手）
